
 

平成２３年７月１日１４時００分 
東北地方整備局 

 

ＸバンドＭＰレーダの降雨観測情報の 

試験配信の開始について 
 
  平成２０年に発生した岩手・宮城内陸地震により栗駒山周辺地域では河道閉塞（天然

ダム）が形成されるなど、大規模な土砂災害が発生しました。本地域では現在復旧工事を

行っているところですが、依然として土砂災害発生の危険性が高い状態です。 
今般、本地域において、天然ダムの監視等を目的として、高精度で迅速な局所豪雨の

観測ができる X バンド MP レーダを設置し、試験運用を開始しました。 
ＸバンドＭＰレーダの観測では、従来のCバンドレーダではとらえることのできな

かった降雨についても、詳細かつリアルタイムでの観測が可能となり、流域の監視体

制を強化することができます。 

なお、本地域の観測範囲には、東北地方太平洋沖地震に伴い地盤が沈下した太平洋

沿岸地域の一部が含まれております。 

ＸバンドＭＰレーダの試験運用による降雨観測情報の一般配信を７月１日より開

始しますのでお知らせします。 

 

※国土交通省水管理・国土保全局でも同様の発表を行っております。 

 

◆レーダ設置場所 

  ・岩手県一関市狐禅寺字石ノ瀬１５５－８１ 岩手河川国道事務所 一関出張所 

  ・宮城県栗原市一迫真坂字清水田河前５番地 栗原市役所 一迫総合支所 

◆運用開始日 

  ・平成２３年７月１日（金） 

◆ＷＥＢサイト 

  ・ＵＲＬ  http://www.river.go.jp/xbandradar/ 

 
 

＜記者発表先：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会＞ 
 
 
 
 

＜問い合わせ先＞ 
国土交通省 東北地方整備局 ℡022-225-2171㈹ 
・栗駒山周辺地域の観測について 

河川部 河川計画課長    舛田 直樹 （内線 3611） 
・ＸバンドＭＰレーダのシステムについて 

企画部 情報通信技術課長 鈴木 弘二 （内線 3351） 



○高頻度、高分解能なＸバンドMPレーダを導入し、局地的な大雨の観測体制を強化します。
○従来レーダ（Ｃバンドレーダ）に比べ、高頻度（５倍）、高分解能（１６倍）での観測が可能です。また、
これまで5～10分かかっていた配信に要する時間を1～2分に短縮しております。

※Ｃバンドレーダは広域的な降雨観測に適するのに対し、ＸバンドMPレーダは 観測可能エリアは小さいものの局地的
な大雨についても詳細かつリアルタイムでの観測が可能。

XバンドMPレーダについて

【既存レーダ（Ｃバンドレーダ）】
（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、観測間隔:5分
観測から配信に要する時間 5～10分）

【ＸバンドＭＰレーダ】
（最小観測面積：250ｍメッシュ、観測間隔:1分
観測から配信に要する時間 1～2分）
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栗駒山周辺地域の観測について

○平成２０年６月に発生した岩手・宮城内陸地震により、栗駒山周辺地域では大規模な河道閉塞（天然
ダム）が形成されるなど、土砂災害が発生しやすい状態が続いています。このため、天然ダムの監視

等を目的としてXバンドＭＰレーダを整備し、栗駒山周辺地域の監視体制を強化します。

○平成２３年７月１日から宮城県栗原市、岩手県一関市の２箇所に設置したXバンドMPレーダで試験運
用を開始します。
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WEB画面（栗駒山周辺地域：全体表示）

○XバンドMPレーダの観測情報は、 http://www.river.go.jp/xbandradar/ にアクセスすると以下の画像
がご覧頂けます。


